
No . 2 4 8 2-1N o . 2 4 8 2-1N o . 2 4 8 2-1N o . 2 4 8 2-1

新 入 会 員 歓 迎 ・ 芋 煮 会新 入 会 員 歓 迎 ・ 芋 煮 会新 入 会 員 歓 迎 ・ 芋 煮 会新 入 会 員 歓 迎 ・ 芋 煮 会

御 岳 渓 谷（芋煮会編）御 岳 渓 谷（芋煮会編）御 岳 渓 谷（芋煮会編）御 岳 渓 谷（芋煮会編）
実施日 2010年 10月 17日(日)
天 候 薄曇り
リーダー ＣＬ若村 勝昭 他､ｳｫｰｸ､調理､

会計､購入等､担当Ｌ多数
参加者 吉田伊勢次郎､佐々木篤､上野キ

ヨ､横山玲子､若村貴世子､斎恵
美子､友近洋子､岩井愛子､近田
芳子､金丸徐子､飯島義江､若村
勝昭､一柳昭､山口駿三､岩井康
子､小池述史､横山義彦､馬場清
士､大村巌､島本陳重､鈴木政三､
鈴木恵美子､小松勲､小松月子､
安田恵子､原口まり子､小村井好
枝､荻野智恵子､石附智江､渋谷
賢寿､渋谷京子､中村友子､伊藤
久雄､石井英二､山口美知子､石
原勝正､岩崎陽子､斉藤伸二郎､
岩森明克､中村ミチ子､関塚七
海､渡辺清子､山口みさ､ｹﾞｽﾄ 1
(山口ご夫君) 計 44 名

費 用 交通費 760 円 (立川⇔軍畑)
タイム 立川(8:20JR)軍畑(9:10)御嶽渓

谷園地(11:00~13:40 芋煮会)御
嶽駅(14:10)

ミステリーツアー”と銘打って参加
各位の参加意欲をそそりつつ、下見の
結果は「やっぱり去年の場所がいちば
ん良い」ことになって、プロモーター
としては若干内心忸怩たるものがあり
ますが、
・広い
・トイレに近い
・水道があって水の補給ができる
・ビールの配達に便利
・帰途の駅に近い
・水際で風趣に富んでいる
・自前のお酒を渓流で冷やせる（のぼ

せた頭も…）
・他のハイカーの目を気にしなくて良い
・にぎやかに騒いでも迷惑をかけない

などの諸条件を熟女の結果、去年の場
所に落ち着きました。空手形はやがて
回収しますのでお許しください。

というわけで、当日は芋煮会準備組
とハイキング組に分かれ、軍畑駅と御
嶽駅にわかれました。
河原で大鍋４器、大ヤカン１器、カセ

ットコンロ３器を駆使し、多くの鍋奉行
の差配(口出し)のもとに芋煮が出来上が
る頃、ハイキング組到着。

馬場会長の挨
拶と乾杯の後は
宴会突入、持参
のおつまみとお
酒もぐるぐる回
り、芋煮も回り、
汁粉も回り、お

茶も回り、目
も回って宴た
けなわ。

やがて、新
しい方から恒
例の自己紹介、
お名前や住ん
でいるところ、

登った山の開陳あり。
中締めは、最長老 吉田伊勢次郎会員

の省略なしの見事な三三七拍子が清流に
ひびきお開きになりました。

準備にお骨折りいただきました奉行の
皆様に篤く感謝いたします。

ありがとうございました。
（記・若村 勝昭）

(写真提供・伊藤久雄／石原勝正)



No . 2 4 8 2-2N o . 2 4 8 2-2N o . 2 4 8 2-2N o . 2 4 8 2-2

新 入 会 員 歓 迎 ・ 芋 煮 会新 入 会 員 歓 迎 ・ 芋 煮 会新 入 会 員 歓 迎 ・ 芋 煮 会新 入 会 員 歓 迎 ・ 芋 煮 会

御 岳 渓 谷（ウォーキング班）御 岳 渓 谷（ウォーキング班）御 岳 渓 谷（ウォーキング班）御 岳 渓 谷（ウォーキング班）
実施日 2010年 10月 17日(日)

天 候 晴れ
リーダー CL(統括)若村 勝昭

ウォーク班 L 横山 玲子
SL 鈴木政三 中間ﾘｰﾀﾞｰ 上野キヨ

参加者 ウォーク班 35 名 合計 44 名
費 用 760円（立川起算）
タ イ ム 軍 畑 駅 ( 9:12~9:25) 寒 山 寺

(10:00~10:07)鵜の瀬橋先東
屋 ( 10:20~10:25) 御 岳 小 橋
( 10:43) 御岳苑地芋煮会場
(11:10)

御岳渓谷の芋煮会は大好評で今年で 3

年目になりました。

そこで今

年は会場を

変えてはど

うかと思い

ましたがお

鍋担当、食

材、飲み物

運搬担当の

方々の負担

にならない

ようにとや

はり前年と

同じ場所と

なりました。

そこで歩

くコースを

ミステリーとしました。

御岳渓谷には楓橋、鵜の瀬橋、御岳小

橋、御岳橋、杣の小橋、神路橋と 6 橋

あります。まずは楓橋を次に鵜の瀬橋、

そして御岳小橋と渡り橋の上から、また

右岸から、そして左岸からと紅葉には少

々はやい御岳渓谷を楽しんでもらいまし

ょうと歩きました。

総勢 35 人と

もなると先頭と

最後尾とは随分

離れ橋の上から

手を振りあった

りカヌーを真上

から眺めたりし

ながら進みま

したが皆さん

の心は御岳苑

地のお鍋の方

に飛んでいて、

どの橋を渡っ

たのかぜんぜ

ん記憶にありませんでした。

たどり着いた御岳苑地には 4 つもの

お鍋に豚汁がぶつぶつ煮えていていまし

た。

乾杯の音頭を待ちかねて熱々の豚汁を頂

きました。

今年は入会され

た新人も多く、参

加者も年々増加し

こぶし会始まって

以来最高の 44名と

こぶし会の勢いを

実感しました。それだけにお鍋の担当の

方々は大変でしたでしょう。

今年も多くの会員と大自然のなかで歓

談し親睦の和を一層広め深めることが出

来ました。

今日のこの活気を持って元気に楽しく山

に登りましょう。

(記・横山 玲子)
(写真提供・伊藤 久雄)


